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研究成果の概要（和文）：女性アスリートは、スポーツの実施によって性周期に影響を与えることが明らかとな
っている。それらの問題は、審美系や階級制の競技に多いとされているが、その影響については、個人差が大き
いとされている。影響を与える因子の一つに極端な体重管理があるとされているが、様々な体重の競技者がいる
柔道で検証し、体重との関係性を探る一助になることを目指した。その結果、柔道の重量級選手にも月経に関す
る問題があることも明らかとなり、様々な側面からのサポートが必要であることが明らかとなった。今後影響の
メカニズムを深めるとともに、指導や支援する方法の確立と実践に繋げていく。

研究成果の概要（英文）：Female athletes have been shown to influence menstrual cycle by playing 
sports. These menstrual disorder are said to be common in aesthetic and class-based competitions, 
but it is said that there are large individual differences in their impact. It is said that one of 
the influencing factors is extreme weight control, and the purpose of this study is to help explore 
the relationship with weight by verifying judo with athletes of various weights. As a result, it 
became clear that heavy weight judo athletes also have problems related to menstruation. 
Furthurmore, it suggested that support from various aspects is necessary. In the future, we will 
deepen the mechanism of influence and establish and practice guidance and support methods.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、女性柔道選手の月経期間別の月経随伴症状と生活習慣との関連性について検討するため、18歳から21
歳までの女性柔道選手169名を対象にプロフィール、柔道実施状況、生活習慣で構成された質問紙と月経随伴症
状（MDQ）に関する質問紙調査を実施した。その結果月経前および月経中のMDQの総得点と平日の睡眠時間との間
に負の相関が認められた。すなわち、平日の睡眠時間が短い女性柔道選手は月経随伴症状の得点が高値を示すこ
とが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
研究助成申請時は特に、スポーツ指導者が性周期に関する知識を習得する必要性が高まって

いた。しかし、スポーツパフォーマンス向上に役立ち、現場で活用できるデータが少ないため、
現場の指導者はなかなか性周期を考慮した指導をほとんど実施できない状況にあった。つまり、
性周期を考慮した指導を即時的に実施するための現場で生きるエビデンスとその活用法が求め
られている。 
そこで本研究は、「アスリートの性周期の実態」「性周期がパフォーマンス及び傷害(怪我)発生

との関連性」を明らかにした上で、『柔道選手のパフォーマンス向上を狙った性周期を活用する
戦略的な指導法の構築』を目指すこととした。 
アスリートの性周期の実態として、審美系及び階級制競技の軽量級の選手における月経異常

の問題は多くの報告がされているが、重量級の女性アスリートにおいての報告はほとんどなさ
れていない。しかし、実際には重量級女性にも月経異常の問題が頻発していると考えられるが、
日本人女性の重量級の競技者の人口は極めて少ないため、研究がなされてこなかった。そこで、
まず階級制競技の柔道において、女性アスリートの性周期の実態調査を行う必要があると考え
た 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、女性柔道選手の月経随伴症状の実態を明らかにするとともに、月経随伴症状と体

格、柔道経験および生活習慣との関連性について明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）対象者 
2019 年 3 月 5 日から 3 月 7 日に味の素ナショナルトレーニングセンターで行われた実業団主

催の合宿に参加した 18歳から 21歳までの女性選手 169 名を対象とした（年齢：19.5±1.1 歳・
身長：159.9±5.9cm・体重：64.8±12.1kg・体格指数（Body Mass Index：BMI）：25.2±3.8kg/m2）。 
対象者の柔道歴は 13.2±2.6 年であり、競技レベルの高い女性柔道選手を対象とした。 
 
（２）調査内容 
調査内容は、プロフィール、柔道実施状況、生活習慣で構成された質問紙）と月経随伴症状に

関する質問紙調査で構成した。 
月経随伴症状（MDQ：Menstrual Distress Questionnaire）は、秋山らが 1979 年に日本語訳を

作成した修正版 MDQ における 46 個質問に回答した。MDQ は月経周期に伴う身体的・精神的な変
化に関する 46項目の質問から構成されており、それぞれの設問に対して 0：なし、1：よわい、
2：中くらい、3：強いの 4 段階で評価するものである。本研究では月経期間を月経前、月経中、
月経後の 3段階とし、それぞれの期間において設問に答えるよう指示した。得られた得点は 8 つ
の下位尺度（痛み、水分貯留、自律神経、負の感情、集中力、行動変化、気分の高揚、コントロ
ール）に分類し、症状の程度を評価することができる。本研究のでは 46 項目の質問について 4
段階でそれぞれ回答させ、8つの下位尺度に分類し、下位尺度ごと、および総合得点の平均値を
求めた。  
プロフィールに関する質問は、年齢、身長、体重、 BMI、初経の年齢とした。柔道実施状況に

関する質問は、柔道歴、減量時に落とす体重量、週当たりの柔道の練習頻度と 1回あたりの練習
時間とした。生活習慣に関する質問は、平日（月曜日から金曜日）及び休日（土曜日、日曜日、
祝日）の睡眠時間と朝食を摂取する頻度について調査した。質問紙は全て自記式とし、年齢、身
長、体重、 BMI、初経の年齢、柔道歴、階級、減量時に落とす体重量、週当たりの柔道の練習頻
度と 1回あたりの練習時間平日（月曜日から金曜日）及び休日（土曜日、日曜日、祝日）の睡眠
時間については、対象者が当てはまる数値を質問紙に記載した。朝食を摂取する頻度については
選択式とし、対象者は「朝食を食べる頻度はどのくらいですか。」という設問に対し、A．毎日食
べる B．週 4～6日 C．週 1～3日 D．週 1日未満から 1つを選択した。 
 
（３）分析・統計 
本研究で得られたデータは、平均値±標準偏差で示した。すべての統計処理はSPSS Statistics 

version 23.0（IBM 社）を用いた。有意水準は 5％とした。相関関係を明らかにするために、
Pearson の相関係数と有意確率を算出した。 
 
（４）倫理 
本研究は対象者にはあらかじめ、研究の目的、方法、および個人情報の保護について十分な説

明を行い、質問紙の記載をもって同意取得とした。また、個人の自由意志による参加を尊重し、
途中で研究から離脱する権利を有することを伝えた。本研究は、ヘルシンキ宣言を尊重し、対象
者の人権および利益の保護に配慮した研究計画を行い、東海大学の人を対象とする研究倫理員
会の承認を経て実施した（承認番号：20017）。 
 



 
４．研究成果 
女性柔道選手の月経周期は階級による違いが確認されたとともに、月経前や月経中は月経随

伴症状が悪化することから，睡眠時間をはじめとした生活習慣への注意が必要であることが示
唆された。なお、月経周期と怪我の発生の関連性については、新型コロナウイルス感染症感染拡
大の影響を受け、月経のモニターを数名に実施しはじめ、、データの収集体制を構築した。今後、
傷害の発生などともに管理できる環境を準備していくとともに、対象者を増加させていく計画
である。これらで得られたデータは、定期的に必要に応じて、学会発表および論文投稿していく
予定である。 
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